
Ⅰ はじめに

1874年4月、ニューヨーク市で起きたメアリ・

エレン・ウィルソン事件をきっかけとし児童虐待

防止法が生まれ、児童を虐待から救う活動が世界

中に広がった。日本では、2000（平成12）年11月、

児童虐待の防止等に関する法律（以下「児童虐待

防止法」という。）が施行された。そして現在ま

でに、2度にわたる改正がなされる中で制度的な

対応についての充実が図られてきた。ところが、

児童虐待に関する事件は後を絶たず、2012（平成

24）年度には全国の児童相談所における児童虐待

に関する相談件数が66807件と、過去最多となっ

た（2013年7月26日 厚生労働省発表）。相談件

数増加の背景には、家族や地域社会の変容に伴う

養育力の低下や、関係府省庁や地方公共団体、関

係団体等との連携による広報・啓発活動の実施に

よって児童虐待に対する社会的認識が高まったこ

ととも関係がある。

子どもを「授かる」時代から「つくる」時代へ

と意識が変わり、少子化、核家族化、家族の個人

化が進み、養育体験のない中で出産を経験し、大

人の思う通りに行かない育児に戸惑いや不安、い

ら立ちを感じることは多かれ少なかれ実感するこ

とであろう。また、育児をすることは育児をする
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大人が経験した乳幼児期を追体験することにもな

り、育児者は育児をしながら育児者自身が経験し

たさまざま感情を呼び起こすことにもなる。この

ように、現在の育児環境の中には児童虐待を起こ

しうる要因が多く存在している。

「子ども・子育て白書」（平成24年度版（内閣府）

より）によると、児童虐待は、子どもの心身の発

達及び人格形成にも重大な影響を与えるとし、防

止に向けて、①虐待の「発生予防」 ②虐待の

「早期発見・早期対応」 ③虐待を受けた子どもの

「保護・自立支援」について総合的な支援体制を

整備し、充実化を図るための取り組みが必要であ

るとしている。また、虐待問題の現状を受けて、

各地域でも虐待予防に向けた取り組みが行われて

いる。そこで本稿では、上記①虐待の「発生予防」

及び②虐待の「早期発見・早期対応」に着目をし、

神奈川県が2013（平成24）年度に児童虐待予防を

目的として取り組んだモデル事業「親育ち支援プ

ログラム」を基に、子育て支援プログラム（親育

ち支援プログラム）実施の効果と課題について文

献を通して考察を加えていきたい。

Ⅱ．親支援プログラムの概要

子育て支援プログラム（親育ち支援プログラム、

parenttraining）、と呼ばれるプログラムは数多く

存在し日本各地で実施されている。例えば、アメ

リカで開発されたコモンセンスペアレンティング

（CSP）や、イギリス発祥のホームスタート、カ

ナダで開発されたノーバディーズパーフェクト

（NP）、オーストラリアで考案されたトリプルP

などである。これらプログラムは、日本国内でも

実施され虐待予防においても有効であるという報

告がなされている。また、自治体が独自に考案し

たプログラムを展開している地域もある。ここで

は、神奈川県がモデル実施した「トリプル P」

「ノーバディーズパーフェクト（以下、NPとい

う）」「親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがき

た！”（以下、BPという）」の3プログラムに

ついて概要を述べることにする。

Ⅱ-1．トリプルＰ

＜トリプルPとは＞

オーストラリアの QueenslandUniversity家族

支援センター所長であるMatthewR.Sanders氏

によっておよそ20年前に創始されたものである。

PositiveParentingProgram（前向き子育てプログ

ラム）の頭文字が3つのPであることから「ト

リプルP」という愛称になった。親向けの参加体

験型のプログラムである。子どもの自尊心を育み、

育児を前向きに行っていくためのプログラム。子

育てを行う者が現在の家族状況・機能を理解し、

日常的に考えたり、感じたり、言っていることを

用い、新たな子育ての方法を組み立て直し、より

良い親子関係や子育て技術が身に付き、子育てに

自信が持てるようになる。また、両親の心理的な

面のサポートも行う。プログラムはエビデンスに

基づいており、アメリカ、イギリス、カナダ、ド

イツ、スイス、ニュージーランド、シンガポール、

オーストリア、香港、オランダ、イラン、などの

国に取り入れられている。

＜トリプルPシステム＞

トリプルPには、トリプルPの核心ともいわれ

ている前向き子育て5原則がある。①安全で活動

的な環境づくり ②積極的に学べる環境づくり

③一貫した子育て ④現実的な期待 ⑤親として

の自分をケアする。5原則の具体的内容が認知的

行動理論に基づく17の技法（10の「発達を促す技

法」と、7つの「問題行動に対処する技法」）と

なる。子育てのほとんどの状況に対応ができるよ

う工夫されている。

トリプルPは5段階の介入levelに分かれてい

る。子育て支援プログラムは、level4に位置づけ

られているものに対応しており、日本では特に、

level4のなかの「グループ プログラム」を行う

機会が各地で増えてきている。「グループ プログ

ラム」は、1セッション（2時間）を週1回、計

8セションを実施する。保育付き。

＜対象＞

トリプルPの対象は、幼児（2歳位）からティー

ンエイジャー（12歳位）の子どもをもつすべての

両親を対象。

＜トリプルPの目的＞

科学的根拠に基づき、幼児からティーンエイジャー
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までの子どもの行動・問題行動の予防と治療を目

的に作られている。

トリプルPが目指しているゴールは、家庭や

学校、地域において子どもの問題が発生する前に

予防をすること、子どもたちの可能性が自ら発揮

できるような家庭環境を創り出すことである。

＜トリプルPの特徴＞

トリプルPは、前向きな取り組みに重点を置

く子育て法であることが特徴。単に子育てのスキ

ルとしてのhowtoを学ぶのではなく、親が様々

な状況に出会ったときにトリプルPで学んだこ

とを生かして解決の糸口を見つけられること。要

するに、自己統制（self-regulation）の資質、能

力を身に付けることである。更に、トリプル P

は効果が数量的に判定できることも特徴の一つと

言える。Level4グループトリプルPの場合、セ

ミナー参加者はセミナー開始時と最終日にアセス

メントシートへの記入を行う。

＜プログラムの実施者：ファシリテーター＞

プログラムの実施者を「ファシリテーター（推

進者）」と呼ぶ。

ファシリテーターは、おおよそ3日間のトレーニ

ングワークショップを受講し、認定試験を受ける。

合格をした者だけが、認定者としてプログラムを

実施できる。

日本では、NPO法人TriplePJAPANがファ

シリテーター養成講座を実施している。

＜評価指標１）をもつトリプルP＞

トリプルPは効果を評価する尺度を持ってい

る。その基本は

① PS（parentingscale;子育ての特徴）30項目

② SDQ（strengthanddifficultiesquestionnaire；

子育ての難しさ）25項目

③ DASS（depression,anxietyandstressscore；

抑うつ不安ストレス尺度）42項目

④ PES:（parentingexperiencescore；親としての

感じ方）11項目である。

＜費用＞

政府や保健部門で採用されている国では保健適

用となっており、保健所などに申し込みをすれば

無料で受講することができる。日本においては、

自治体の補助金と受益者負担のバランスによって

費用が決まる。

Ⅱ-2 Nobody・sPerfect（ノーバディーズパーフェクト）

＜Nobody・sPerfectプログラムの概要＞

Nobody・sPerfectプログラムは、0歳から5歳

までの子どもをもつ親を対象としたプログラムで

ある。参加者が各々抱えている悩みや関心のある

ことをグループで出し合い、話し合いながら、必

要に応じてテキストを参照し、自分に合った子育

ての方法を学ぶもの。同じような年齢の子どもを

もち、共通の興味や関心を持つ人々と出会うこと

ができ安心できる場を親に提供するプログラム。

ある一つの育児の方法を親に伝えるといったもの

ではない。

＜Nobody・sPerfectの対象者＞

Nobody・sPerfectは、0～5歳の子どもを持つ

親を対象としたプログラムである。主な対象は、

①若い親 ②ひとり親 ③孤立している親（友人

や家族が近くにいない、あるいは遠隔地に住んで

いるなど） ④所得が低いまたは十分な学校教育

を受けていない親である。特に上記③は、現在の

日本では、ほとんどの家庭に該当するため、0～

5歳の子どもをもつ親すべてを対象にしている。

＜Nobody・sPerfectプログラム ＞

Nobody・sPerfectプログラムは、元々は、グリ

ナ・ペアレンティング（ちょうど手ごろな具合の

子育て）という概念から発している。親が親とし

て育つことをサポートするプログラムである。グ

ループへの参加者が相互に学び合い、サポートし

合うことを促進する「参加者中心アプローチ」で

ある。

1回およそ2時間のセッションを週1回、6～

8週にわたって行うことが通常のセッションの持

ち方であるが、参加者や主催者の必要に応じて柔

軟に調整することが可能である。参加者たちが自

分たちでネットワークを作り、相互にアドバイス

やサポートしあう関係が築けるように支援。

プログラムの内容は、その時の参加者が知りた

いことや関心があることに基づいて、ファシリテー

ターが参加者の声を聴きながら計画をする。よっ
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て、ファシリテーターの力量が問われる。カナダ

で開発されたプログラムであるが、プログラムの

内容自体は、心理的な部分において日本の親に向

いているものであると考えられる。

＜費用＞

カナダでは、全土に導入されていることもあり、

参加費のかからない無料プログラムである。日本

においては、実施者によるところが大きい。

＜Nobody・sPerfectの目的＞

目的は、親が自分の長所に気づき、健康で幸福

な子どもを育てるための前向きな方法を見出せる

よう手助けをすることにある。

危機的な状況や深刻な問題を抱える家庭を対象と

したプログラムではない。

＜ファシリテーター＞

Nobody・sPerfectプログラムを企画・準備・実

施する者をファシリテーターと呼ぶ。

ファシリテーターになるためには、4日間の研修

養成講座への全日参加が条件となる。

ファシリテーターと認定された者だけがプログラ

ムを実施できる。日本では、カナダ保健省からの

公認を得て、 2004年 4月 1日から Nobody・s

PerfectJapan（NP-J）として活動を開始。ファシ

リテーターの養成・認定を実施。

＜プログラム教材＞

Nobody・sPerfectは、親向けテキスト２）と、ファ

シリテーター用テキスト３）を教材として備えてい

る。テキストはプログラムの核となるものである

が、マニュアルではない。子育ての中で直面する

悩みや問題への上手な対処のため手助けとしての

情報提供の一つである。

カナダでは、親向けテキストは参加者に無料で配

布されている。

＜日本におけるNobody・sPerfect＞

2004年から日本でもNobody・sPerfectが展開さ

れるようになった。

Nobody・sPerfectJAPAN（NP-J）の報告による

と、2012年度のNP-J認定NPファシリテーター

数は1889人。神奈川にも58人のファシリテーター

が存在する。

プログラム実施数は、全国で531（公的機関主

催367、民間機関主催177）。神奈川県内では2012

年度に16回実施（うち9回は公的機関主催）。実

施地域は全国各地に広まっている。

Ⅱ-3．“親子の絆づくりプログラム 赤ちゃんが

きた！”（愛称：BP）

既存の子育て支援プログラムの多くが海外で開

発されているが、BPはNPO法人こころの子育

てインターねっと関西によって、2010（平成22）

年11月に日本の文化を考慮し、初めて赤ちゃんを

育てる母親のために日本で開発されたプログラム

である。2011（平成23）年2月よりプログラムの

実施が始まった。

＜プログラムの対象＞

プログラムの対象は、0歳児の子どもを初めて

育てる母親とその子どもである。子どもの月齢に

より、前期（2～5か月児とその母親）と、後期

（6～8か月児とその母親）の2タイプに分かれ

る。後期プログラムは、前期プログラムに参加が

できなかった母親が受けるプログラムでありサブ

プログラムとして存在する。

＜プログラムの枠組み＞

毎週1回、同じ曜日同じ時間で連続4回行う。

2時間を1セッションとし、後半の30分は交流・

質問タイムを設ける。毎回のセッションは、構造

化されてプログラムである。母子同室。プログラ

ムの進行は、資格のあるファシリテーター1名と

アシスタント1名で実施（参加者が10組までの場

合）。

＜得られる効果＞

BPプログラムを受講することにより、3つの

効果を狙っている。①ピアレヴューができる子育

て仲間づくり（育児の早期からの仲間づくり）②

少し先を見越した子育ての知識とスキル ③「親

子の絆」が深まり、子どもの心に「心の安定根」

が育まれる。

＜BPプログラムの目指すもの（目的）＞

BPプログラムは、①親子をめぐる諸問題（児

童虐待、不登校、産後鬱など）を未然に予防し、

②子どもの自立を援助（心身ともに健康な子ども

を育てること）し、③「子育てをする人生を選ん
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で良かった」と親自身が振り返れるような親の人

生を支援、④子育てしやすい街づくり など、長

期的な視野に立っている。

＜プログラムの実施者＞

BPプログラムは、正式な資格がなければ実施

できない。「日本BPプログラムセンター（BPJ）」

が認定した「BP認定ファシリテーター」になる

ことが必須である。

＜BP実施状況＞

NPO法人こころの子育てインターねっと関西

の報告書によると、2011（平成23）年2月～2012

（平成24）年3月までに、前期プログラム実施数

94、参加者数850人、後期プログラム実施数20、

参加者数174人、プログラム実施計114、参加者計

1024人であった。

Ⅲ．効果

プログラム毎に独自の効果測定を実施し、プロ

グラム効果については検証されているものもあ

る４）,５）。ここでは、神奈川県のモデル実施報告

書６）を参考にし、モデル実施を行った際に作成し

た3プログラム共通のオリジナルアンケートを基

に効果の検討を行いたい。

アンケートは全24項目の設問と自由記述。各項

目は、3を普通とする5段階で回答。その中で、

プログラム受講前後の変化に関する項目は12項目

であった。具体的には、「子育てに対する困り感」、

「負担感」、「落ち込んだ気持ち」、「親としての自

信」、「自分に対する理解者」、「育児の支援者」、

「ゆったりとした気持ちで子どもと過ごせるか」、

「子どもと楽しい気持ちで遊べるか」、「子どもに

対するマイナスの言葉かけ」、「子どもに対するプ

ラスの言葉かけ」、「子どもができないことの目の

つき方」、「子どもに対する対処法」である。オリ

ジナルのアンケートでも、すべての項目において

効果が認められたのであるが、ここではプログラ

ム受講前後の変化に関する項目のうち特に効果が

認められた項目と、プログラムの効果に関する設

問について、プログラム毎に検討する。

＜トリプルP＞

受講者36組。アンケート提出者32組（88.9%）。

トリプルPを受講したことによって、

「困り感」：「2.軽くなった」～「1.非常に軽く

なった」への回答が100%、

「負担感」：「2.軽くなった」～「1.非常に軽く

なった」への回答が81%、

「親としての自信」：「2.自信が持てた」～「1.

非常に自信が持てた」への回答が94%、

「マイナスの言葉かけ」：「2.減った」～「1.非

常に減った」への回答が94%、

「プラスの言葉かけ」：「2.増えた」～「1.非常

に増えた」への回答が94%、

「子どもが言うことを聞かない時の対処法」：「2.

増えた」～「1.非常に増えた」への回答が100%

であった。

「プログラムで得た情報やアドバイスは役に立つ

か」：「4.役に立つ」～「5.非常に役に立つ」へ

の回答が100%であった。

＜NP＞

受講者35組。アンケート提出者32組（91.4%）。

NPを受講したことによって、

「困り感」：「2.軽くなった」～「1.非常に軽く

なった」への回答が87%、

「負担感」：「2.軽くなった」～「1.非常に軽く

なった」への回答が84%、

「落ち込んだ気持ちの変化」：「2.軽くなった」

～「1.非常に軽くなった」への回答が76%、

「理解してくれる人の変化」：「2.増えた」～「1.

非常に増えた」への回答が60%、

「子どもと過ごす時間の変化」：「2.増えた」～「1.

非常に増えた」への回答が74%、

「子どもが言うことを聞かない時の対処法」：「2.

増えた」～「1.非常に増えた」への回答が79%で

あった。

「プログラムで得た情報やアドバイスは役に立つ

か」：「4.役に立つ」～「5.非常に役に立つ」へ

の回答が100%であった。

<BP>

受講者34組。アンケート提出者34組（100%）。BP

を受講したことによって、

「困り感」：「2.軽くなった」～「1.非常に軽く

なった」への回答が76%、
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「負担感」：「2.軽くなった」～「1.非常に軽く

なった」への回答が70%、

「親としての自信」：「4.自信が持てた」～「5.

非常に自信が持てた」への回答が65%、

「プログラムで得た情報やアドバイスは役に立つ

か」：「4.役に立つ」～「5.非常に役に立つ」へ

の回答が97%であった。

以上の結果より、各プログラムの特徴や目的に

通じる項目において回答率も高くなっていること

がわかる。例えば、トリプルPでは、「マイナス

の言葉かけ」が減り、「プラスの言葉かけ」が増

えたという結果が出ているが、8セッションの中

に言葉かけに関する内容が組み込まれている。参

加者は、セッションを通して言葉かけについて自

身の育児を振り返り、考え、新たなアイディアを

学ぶ機会が設けられているのである。親自身がセッ

ションの中で学んだことを育児で実践し、子育て

の変化を実感できたことが数値に表れたと考えら

れる。プログラム毎に効果の表れ方に特徴がある

わけだが、育児に対する「困り感」、「負担感」に

おいては、3プログラムともに共通して高い回答

率を出している。これは、各プログラムが考案さ

れた地域やプログラムの展開の仕方は異なってい

ても、子育てにおいて多くの育児者が抱える悩み

については、どのプログラムも軽減できるように

考案されていると考えられる。それぞれ異なる国

で考案されても、育児者が抱える悩みは共通であ

ることが窺える。

Ⅳ．プログラム実施の課題（まとめにかえて）

ここまで、各プログラムの概要、特徴、目的、

効果等について述べてきた。トリプルP、NP、

BP、いずれもプログラムとしての効果は認めら

れた。しかし、どんなに優れたプログラムであっ

ても、プログラムを必要としている人のもとに届

かなければプログラムの効果は発揮されない。そ

こでここでは、プログラムの効果を最大限に活用

するためには、実施するにあたり、どのような課

題があるのか考えたい。

実施場所

トリプルPは連続8回、NPは連続6～8回、

BPは連続4回の講座である。プログラム実施の

ためには必要な回数分の会場確保が必要である。

トリプルPとNPは、保育付きのため、保育室

も確保する必要が出ある。また、いずれのプログ

ラムも、乳幼児とともに会場まで来ることを考え

ると、駐車場の確保、あるいは駅やバス停の近く

など交通の便の良い会場を選ぶ必要が出てくる。

連携

各市町村で、こんにちは赤ちゃん事業や乳児健

診などが実施され、市町村として気になる親子や

気になる家庭を把握していることも少なくない。

あるいは、気になるが支援の手を差し伸べる機会

をうかがっていることもある。一方、ある団体が

独自にプログラムを実施し、その中で気になる親

子と出会うが、プログラムを終了してしまうとそ

こで関係が途切れ、継続支援につながらない場合

がある。気になる親子をプログラムに誘いたい、

気になった親子を継続して支援してほしいという

それぞれの課題を解決するためには、市町村と実

施団体（者）が連携をはかることは大切なことで

ある。BPならば、母子保健や産院、小児科等と

の連携も必要であろうし、トリプルPやNPな

らば、地域役場の関連部署に加え、子育て支援セ

ンターや保育所、幼稚園等との連携も考えられる。

そうすることにより、プログラム終了後には地域

の中で継続した見守りが可能となる。プログラム

を実施したという事実だけで満足するのではなく、

実施したことによって支援を必要としている親子

のもとに継続して支援の手が差し伸べられること

で、育児不安や子ども虐待は防止され、子育て・

親育ち支援プログラム本来の効果も発揮されるの

であろう。

地域性

いずれのプログラムにも効果が認められている

が、より良く効果を発揮するためには地域性を考

慮する必要もあろう。各プログラムの目的や対象、

特徴等とその地域でどのようなプログラムの開催

が望ましいのかを考えて実施することが望ましい。

寳川雅子98



費用

NPはカナダにおいては無料で受講できる。ト

リプルPもオーストラリア、その他の一部地域

では保険が適用され安価に、もしくは無料で受講

することができる。日本においては、市町村が開

催する場合は、トリプルP、NP、BPいずれも講

座はほぼ無料、テキスト代のみ参加者負担として

いるところが多いようであるが、NPO法人等が

独自に実施する場合は、実施者や参加者が負担す

る割合は大きくなると思われる。参加者への負担

の割合が大きくなると、参加をしたくても参加が

出来ず、結果としてプログラムを必要としている

人にまで届かない可能性も出てくる。

ここまで、トリプルP、NP、BPについてみて

きたが、児童虐待予防の一つの方法として子育て

（親育ち）支援プログラムは有効なことがわかっ

た。プログラムを効果的に実施するためには、市

町村と実施団体（者）とが連携をはかりながら実

施することが望ましいであろう。また、地域が必

要としているプログラムを見極めて実施すること

で、プログラムの効果が最大限に発揮できるであ

ろう。最後に、保健師などの声掛けに応じてプロ

グラムに参加をしてみようという意欲のある母子

（親子）については、必要な時に必要な支援を行

うことが比較的可能となる。しかし、声をかけて

もなかなか応じない、外に出ることを拒む傾向に

ある母子（親子）もいる。そのような母子（親子）

こそさまざまな支援を必要としている可能性があ

る。それら家庭に対し如何にアプローチし信頼関

係を築き、支援へと結びつけていくのか、児童虐

待予防の上では大きな課題である。
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要旨

本稿では、児童虐待防止を目的とした子育て支援プ

ログラムについて、その概要と特徴を紹介するととも

に、プログラムの効果及び実施のための課題について

文献を通して考察を加えた。子育て支援プログラムの

中でも、トリプルP、NP、BPに着目した。効果につ

いては、各プログラムで有効であるという結果が出た。

特に、各プログラムの特徴や目的に応じた項目におい

て高い効果が得られた。プログラム実施においては、

実施場所の選択、地域にふさわしいプログラムの選択、

継続支援のための連携に配慮する必要があると考えら

れた。

（2013年10月1日受稿）
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